



























* I KOMA Sachiko: 名古屋大学大学院文学研究科日本言語文化専攻（博士課穫後期課程）．


























































~竺 発話の頭と頭が I 先行発話の末尾と 班先行発話の途中で重なる場合 重なる場合 重なる場合
① 偶発的 同時スタート（23) オプショナルな言葉の TRP4の誤認、（31)
付加（37)





③ 無意識的 ターンを要求しない発話 ターンを要求しない発話 ターンを要求しない発話
1 相づち（一） 1 相づち（一） 1 相づち（一）








































9「E で御飯は＠＠御飯はこのぐらいの 大きさで ｜うん｜
10 LC ふーん え－ I一一｜

















LD ｜そー ｜ ｜そー ｜
[Fかんかなー！とか i思うからさー
D ｜ねー ｜ そーなんだって
結局ーその相手の人がゆって

























→ 「B どー｜そ感じた人もいるけどー 感じない人も！いっぱいいるからー｜
→ 121 LA －ー ｜ んー ｜しぜ一一一一一一一｜ん









→ 「F ！な｜かこーおでこ出して｜こー｜＠おろしてー ｜ゴムでー ｜


























→ 101bしB ｜だっ iど何先生それ ｜あ一一あーあーあー
[Aかっ！て言ってたじゃ｜ない｜ でさーな｜んか｜さ一。うふふ
B あー ｜ ｜あー！あーあーあー iうん｜
r-A Iではー ｜ ｜そ｜そそ ではいわかり










例9く資料1) （位置 H と亜での相づちの例， ビデオ撮影の話）
1281B何に使うとかつて｜いうのも｜ないんだけ｜どー撮っ｜てみるだけだけどー






































F ヂー｜ゃなーふふるす｜ ｜んー ｜ー一一今
一－d11「F ーそーゃな｜おと！この人はやっぱりそーゃなー 付録っていうか女の人の
LD lんー ｜ んー
この例では，会話参加者Dは，「～引き立て役だよね↑ J という発話でターンを終えるつもり
だったが， Fが笑っただけでターンを取らなかったことから，ターンを継続すべく再スタートを






































一→198トB ｜いい｜先生だけど－ Iだか iらこわい＠｜いいつあ｜きれら
しA ｜んー ｜ ｜あそー か！
「Bれるだろー いっ投げ出されるだ｜ろう｜








17 しE iひとつ ｜から
→18 「C ほんと↑えその＠何というのかなピ、ルの中の＠！おベんとやさん｜
→ 19 LE lじゃない ｜ 
自己の発話の優先による割り込みの結果生じる発話の重なりの場合は，その後，修復が行われ
る． しかし， これは，先にみた会話を停滞させる発話の重なりとは異なる働きをしている．







































→ 58bLA ｜置き場がない！ ｜あ一一一一 I-
「Bない相手｜と一一一｜っていうかさー｜一｜
59 しA ！あ一一一｜ ！ん｜ーそーだねーやっぱなんかさーあん
「A ま親しくない人なんかだったらー ｜け｜っこう ｜こま｜るってとこ
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